
 

●ウマノスズクサ 

・川の土手に多く、ジャコ

ウアゲハの食草になって

います。名前の由来は、形

が馬につける鈴にいてい

ることから来ています。 

 

●イヌゴマ 

・和名で犬胡麻といい、

果実の形が食用のゴマに

似ていますが、食用にな

らないのでこのような名

前になりました。 

●カワラナデシコ 

・秋の七草のひとつです

が、初夏から花をつけま

す。『万葉集』や『源氏物

語』、『枕草子』に登場しま

す。 

 

●ヤブミョウガ 

・薄暗い林や藪に生え、

葉の色や形がミョウガに

似ていることが名前の由

来です。白い小さな花が

咲き、開花中に実もなり

ます。 

●この時期、園内の芝生の場所に 

『オオシロカラカサタケ』という 

白い毒キノコが生えています。食 

べると危険ですので口にしないよ 

うご注意ください。 

●ミソハギは、日 

本各地の湿潤な土 

地に生える多年草 

で、病害虫に強く、 

とても育てやすい 

植物です。開花期は７月～９月で、 

盆花（ぼんばな）や精霊花（しょうりょ

うばな）という別名もあり、お盆には欠

かせない花の一つです。 

 

●エゾミソハギ 

・ミソハギ科の多

年草で、ミソハギ

と比べて背丈が高

く、ガクや花に短

毛が生えていま

す。 
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エゾミソハギ 
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●今年も見事に咲いた大賀ハスも、徐々

に終わりを迎えます。花びらが散ったあ

とは、中心に残った花托（かたく）が大

きくなり、その中で種が育ちます。表面

の穴から種が見えるようになり、全体が

茶色く変化してしなだれます。そして、

風などで花托が揺れることで種が水の

中に落ちるのです。 
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